| ジャ クサ ス | /z 2072 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 計 


N 

I 
選 
O 
い 


ーー 


事 二 
PPPPEPEERmm デ ーーーー ニ ーーー デマ 
hn 


。 導 
s 寺 
ッ 7 
」 ユ H 
メ 。 貞 『 
1 / き g 
| や や や や や や ささ ミ ヾ 


Ma 

断 の 集 富合 守 誰 り 、 仙 WAN ん な デ 

に 彩 ら れ て い 笑 

@ 打 ち 上 げ 時 の @ 災 炎 大 咽 調 備 を 守る 放水 
プ は 、 ジ ェ ッ 請 計 良 較 を 凍 衣 白い 3 
ロケ ッ ト 到 凍 灯 押 寺 ほ Ni 太良 ネル 0 
ンカ ム 通 話 を 同時 雇 聞 いて 判断 を 下す 。 

@ 桂 観測 の 航空 機 に は 気象 予報 士 が 乗り 
| み 、 地 上 で 連絡 を 受け る の も 気象 予報 士 。 


】。 @ 推 進 薬 充填 後 の ロ ケッ ト は 、 消 防 法 の 想 


/ を 超 先 る | 訪 険 物 ] で ある 。 
人 前任 か ら 引 き 継 ぎ 時 、` 馬 唆 
る 言葉 は 「 落 如 De ゃ 
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月 18 日 午前 1 時 39 分 、 第 一 期 水 循環 変動 観 
測 衛星 「[ し ずく 」 が 宇宙 へ 向け て 飛び 立ち ま 
し た 。 高 性 能 マ イク ロ 波 放射 計 の アン テ ナ も 
無事 に 展開 し 、 今 後 3 カ 月 か け て 初期 機能 

チェ ッ ク 、 観 測 デ ー タ の 提供 は 来年 1 月 ご ろ を 目指 し て い 
ます 。 今 回 の 打ち 上 げ を 現地 で 実際 に ご 覧 に な っ た 方 、 ま 
た テレ ビ で ご 覧 に な っ た 方 ちい らっし ゃ る と 思い ます が 、 
その 舞台 裏 で は 数 百人 も の スタ ッ フ が 連携 し 、 人 入念 に 準備 
作業 を 進め て いま す 。 巻頭 特集 で は 、 ロ ケッ ト 班 、 設備 班 、 
気象 係 な ど 、“ ロ ケッ ト 打 上 隊 " の 面々 に イン タビ ュー。 緑 
の 下 で 奮闘 する 彼ら の 仕事 ぶり を ご 覧 くだ さい 。「 し ずく 〈」 
打ち 上 げ 成 功 か ら 3 日 後 の 21 日 、 日 本 列島 で 金 環 日 食 が 観 
和 祭る され まし た 。 その 模様 を 宇宙 か ら 捉 と えた の が ]AXA の 
太陽 観測 衛星 「 ひ の で 」 で す (18 ペ ー ジ に 画像 掲載 )。 打 ち 
上 げ か ら 約 6 年 、 休 むこ と な く 和 観測 し た 膨大 
な デー タ か ら 、 太 陽 活動 の メカ ニズム が 
明らか に な りつ つ あ り ま す 。 プ ロジ 
ェクト を 担当 する 清水 敏文 准 教 授 
に 、 詳 し く 解 説 し て も らい まし 
た 。 本 号 が 発行 され る 7 月 に は 、 
星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 と 宇宙 ステ 
ーション 補給 機 「| こ う の と り ]3 
号機 が 相次い で 国際 宇宙 ステ ー 
ショ ン へ 向かい ます 。 打 ち 上 げ 
ライ ブ 中 継 6 予 定 し て お り 、 
JAXAweb サ イト で も 最新 情報 
を 随時 お 知ら せ し て いき ます 。 
皆さん の た くさ ん の ご 声援 、 ど 
う ぞ よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 


JAXAS 
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ロケ ッ ト 打 ち 上 け を 支え る 

「 見 えな い 仕 事 , 

遠藤 守 理事 宇宙 輸送 ミッ ショ ン 本 部 長 

小林 : 清 HHTB プ ロジ ェクト チー ム 主任 開発 員 

白石 紀子 THB プロ ジェ クト チー ム 開発 員 

小谷 動 射場 技術 開発 室 開発 員 

長 福 紳 大 郎 射場 技術 開発 室 開発 員 

嶋 根 愛理 宇宙 輸送 系 要素 技術 研究 開発 セン ター 開発 員 
成 尾 俊 久 輸送 安 全 課 主任 開発 貞 

小松 満 全 科 行 安全 室 開発 員 

井上 高広 飛行 安全 室 開発 員 

和田 伸一 飛行 安全 室 開発 員 


18 | 
筋肉 の 姜 縮 や 骨 量 減少 の 
メカ ニズム を 探る 


水棲 生物 実験 装置 


11 ロ | 
極大 期 の 幕 明 け 。 


極小 期 か ら 極大 期 へ 

「 ひ の で 」 が 捉え た 

新しい 太陽 の 姿 

清水 敏文 宇宙 科学 研究 所 太陽 系 科学 研究 系 准 教 授 
理 慎一 


( 独 ) 情 報 通信 研究 機構 宇宙 環境 イン フォ マテ ィ クス 研究 補 
研究 マネ ー ジ ャ ー 


最高 の 仕事 で 、 
最大 の 成果 を あげ る た め に 


宇宙 で 求め られ る 
リー ダー ン ッ フ 
若田 光一 宇宙 飛行 二 


116| 
より 軽く 、 よ り 強 く 、 よ り 安 く 


低 コス ト 複 合 材 の 研究 


ロコ 計 
岩堀 豊 
研究 開発 本 部 複合 材 技術 研究 セン ター セン ター 長 


118| 
AXA 最 前 線 
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Close-up 


JAXA タ ウン ミー ティ ング に 参加 し よう ! 


表紙 : 「 し ずく ] を 搭載 し た 日 -TA ロ ケッ ト 21 号 機 の 機体 移動 。 
JAXA ロ ゴ の 入っ た 車両 は 移動 空調 車 。 人 工 衛星 が 収納 され 
た フェ アリ ング 内 部 の 清浄 度 ・ 湿 度 ・ 温 度 を 一 定 に 保つ た め に 、 
機体 移動 中 に ダク ト か ら フ ェアリング に 空気 を 送り 続け る 


と 


飛行 安全 班 
羽 行 中 の トラ ブル に 
即応 する 


ロケ ッ ト は 飛行 中 、 常 に 自 機 の 位置 や 速度 、 機 体 各 
部 の 動作 状況 を 地上 に 知ら せ て いる 。 ま た 地上 か 
ら も 光学 カメ ラ や アン テ ナ で 追尾 し 、 予 定 通 り の 
飛行 コー ス に 乗っ て いる か どう か を 確か め て いる 。 
万 ー、 予 定 の コー ス を 大 きく それ る こと に な っ た 場 
合 は 、 地 上 や 海上 で の 被害 を 最小 化す る た め 命 令 
送り ロケ ッ ト を 破壊 する 。 日 本 で は 過去 に 2 度 だ け 
行わ れ て いる 。 こ の 重い 任務 に 当たる の が 「 飛 行 安 
全 斑 | だ 。 打 ち 上 げ ご と に 指名 され た 数 名 の 担当 者 
が 、 約 2 週間 か け て さま ざま な トラ ブル を 想定 し た 
訓練 を 続け る 。 機 体 の 故障 や 地上 設備 の 故障 。 そ れ 
ら が 同時 に 起き た 場合 や 故障 箇所 が 判然 と し な い 
ケー ス 。 故 障 と は いえ な い が 、 エ ンジ ン の 性 能 が 予 
想 を 下回る 場合 や 上 回 る 場合 な ど 約 30 パ ター ン の 
異な る シナ リオ が 毎回 用 意 さ れる 。 も ちろ ん 事前 に 
内 容 は 知ら され ず 、 う まく いか な か っ た 場合 は 追試 
験 も ある 。 

H-TA ロ ケッ ト の 民間 移管 以降 も この 業務 は 
JAXA が 担当 し て お り 、H- I B で も 同様 だ 。 ち な み 
に 赴 定 シナ リオ に は 気象 条件 に 起因 する トラ ブル 
や 、 地 上 設備 の 全 電 源 衰 失 も 含ま れ て いる 。 


射場 安全 班 
(3 業 員 と 島 の 
安全 を 守る 


いっ て みれ ば ロケ ッ ト は 危険 物 の カタ マリ 。「 こ う 
の と り ] の 推進 や 姿勢 制御 の た め に 使わ れる ヒド 
ラジ ン は 、 信 頼 性 の 高い 推進 薬 で は ある が 、 人 間 に 
と っ て は 危険 。 充 填 に 際 し て は 、 他 の 整備 作業 は 一 
切 行わ ず 、 ス ケー プス ー ツ と 呼ば れる 全身 を 履 う 
防護 服 を 着用 し た 必要 最小 限 の スタ ッ フ が 作業 に 
当たる 。 こ の 他 に も 段 間 や フェ アリ ング を 分 離す 
る 火 工 品 (火薬) や 導 爆 線 が 機体 各部 に 張り 巡ら さ 
れ て お り 、 固 体 ロ ケッ トブ ー ス ター に 充填 され て 
いる 推進 薬 も 火薬 その も の 。 射 座 に 据え 付け られ 
て か ら は 液体 水素 ・ 液 体 酸素 が 充填 され 危険 度 が 
増す 。 巨 大 で 重い も の を クレ ー ン で 扱い 、 高 所 作業 
も 発生 する 仕事 だ け に 、 安 全 管 理 に は いっ そう の 
注意 が 必要 だ 。 

さら に 、 種 子 島 宇宙 セン ター 敷地 内 で の 立ち 入り 
禁止 区 域 の 設定 や 警戒 、 船 舶 ・ 航 空 機 の 監視 や 警告 
な ども 射場 安全 班 の 仕事 で ある 。 


種子 島 宇宙 セン ター の 敷地 内 に は 2 台 の 消防 車 か 装備 
され て いる 。「 こ う の と り 」 へ の 推進 薬 充填 作業 や 火 工 
品 な ど を 取り 扱う 際 や 、 打 ち 上 げ 当 日 に 出動 する 


」 


ロケ ッ ト 
打ち 上 げ を 支え る 
「 見 えな い 仕 事 」 


「 ロ ケッ ト 打 上 隊 , 
多く の 班 や 係 で 編成 され る 打上 隊 。 
今回 は 7 つの 仕事 に スポ ッ ト を 当て た 。 


射場 班 


打ち 上 げ の 
| 舞台 胃 


[ 語 ケ ッ ト を 電波 で 
見 守り 、 見 届け る 


ロケ ッ ト と 地上 、 地 上 の 各局 と 管制 室 と の 通信 回 
線 が 確 保 され て いる こと は 打ち 上 げ の 必要 条件 で 
あり 、 増 田 宇 宙 通 信 所 ( 射 点 の 北約 18km) や 内 之 
浦 、 小 笠原 な ど 遠 隔 地 の 通信 設備 と は 、 異 な る 2 つ 
以上 の 通信 回 線 で 結ば れ て いな けれ ば 打ち 上 げ 作 
業 は 先 に 進め な い 。 ま た 、 ペ イロ ー ド を 分 離し て 仕 
事 が 終わ る わけ で は な く 、 日 - TB で は 「 第 2 段 機体 
の 制御 落下 ] も 行う た め 、 地 球 を 一 周 し 再び 水平 線 
か ら 昇 っ て くる 第 2 段 機体 を 捕捉 、 通 信 リ ンク を 
確立 する と いう 業務 も 射場 班 の 仕事 に 加わ っ た 。 


小笠 原 追跡 所 の ロケ ッ ト テ レ メ ー タ アン テ ナ 。 飛行 経路 や 
飛行 状況 の 確認 、 飛行 安全 の 確保 の た め に 電波 で 追尾 
する 。 デー タ は リア ル タ イ ム で 種子 島 宇宙 セン ター に 伝送 


種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 大 型 ロ ケッ ト 発 射場 配置 図 


第 1 射 点 :H-LIA ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る 

@ 第 2 射 点 :H-IB ロ ケッ ト を 打ち 上 げ る 

大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 : 組 み 立て ・ 点 検 ・ 整 備 を 行う 
@⑳ 大 型 ロ ケッ ト 発 射 管制 棟 : 打 ち 上 げ ま で の 作業 に 
対す る 指揮 ・ 監 督 を 行う 


ロケ ッ ト 発 射 指揮 者 


Ei』 ち 上 げ 作 業 全体 の 
指揮 を 執る 


ロケ ッ ト を 組み 立て る | 射場 整備 作業 ] が 終わ る 
と 、「 発 射 整備 作業 ] が 始ま る 。 LCDR (ロケ ッ ト 
発射 指揮 者 ) は 、 射 点 近 くに ある 大 型 ロ ケッ ト 発 
射 管 制 棟 (5 ペ ー ジ 地図 の ⑯ 通 称 ブ ロッ クハ ウス ) 
の 地下 に 設け られ た 発射 管制 室 に 陣取り 、 ア シス 
タン ト 3 名 と 交替 シフ ト を 組ん で 作業 全体 を 見 渡 
す 。 並 行 し て 行わ れる 多く の 作業 の 進行 状況 は イ 
ンカ ム (構内 通話 シス テム ) で 知ら され る 。 ロ ケッ 
ト 系 で 6 チャ ン ネ ル 。 車 両 や 設備 な ど 他 の チャ ン 
ネル も 含め る と 常時 10 チ ャ ン ネ ル 前 後 の 回 線 全 
て を モニ ター し て 全体 の 作業 の 進行 状況 を 把握 し 
つつ 、 作 業 の 進行 度合 い を 調整 し 、 タ スク 間 の 千 
渉 を 回 避 す る 措置 を と る の が LCDR の 役割 。 な お 
CDR と は 、 オ ー ケ スト ラ の 指揮 者 と 同じ 「 コ ンダ 
クタ ー] の 意 。 


射 点 か ら 約 500m 離 れ た 地点 の 地下 12m に ある 発射 管 
制 室 。 発 射 整 備 作業 期間 の 指揮 ・ 監 督 を 行う 


設備 班 
口上 設備 を 
パー フェ クト に 保つ 


VAB の 内 部 に は クレ ー ン や ハネ 上 げ 式 の 可動 床 
が 備え られ 、 ロ ケッ ト を 射 点 に 移動 する と き に 開く 
高き 67.5m 幅 27m の 扉 は ギネス ブッ ク に を 登録 
され て いる 。 ロケ ッ ト を 載せ た 移動 式 発射 台 は 、 
28 軸 56 輪 の 巨大 な 運搬 台車 2 台 に よっ て 射 座 
(5 ペー ジ 地 図 の や @) まで 運ば れる 。 

打ち 上 げ 時 の 旭 音 を 低減 し 噴 炎 か ら 設 備 を 守る た 
め 放 水 が 行 われ る が 、 そ の た め の ポ ンプ の 動力 に は 
電動 モー タ に 加え 航空 機 の ジェ ッ ト エ ンジ ン に も 使 
われ る ガス ター ビン を 利用 し て いる 。 毎 分 30 万 リッ ト 
ル (H-IB 打 ち 上 げ 時 ) 、25m プ ー ル を 1 分 で 一 杯 
に する 勢い で 放水 が 行わ れる 。 こ れ ら 機械 設備 の な 
か で 、 想 定 通 り に 動か な いも の が 1 つ で も あれ ば 、 打 
ち 上 げ プ ロ セ ス は 先 に 進ま な い 。 設 備 の 常 日 頃 の 
保全 と 打ち 上 げに 向け た 点検 を 担う の が 設備 班 だ 。 


章 は 


機体 を 運ぶ 「 移 動 発 射 台 運搬 台車 (通称 ドー リー)」。 前 
後 左 右 に 動く こと が で き 、 そ の 場 で 180 度 回 転 も 可能 


ロケ ッ ト 打ち 上 げ 時 に は 、 通 常 の 開発 体制 の 枠 を 超え た 


組織 横断 的 な 「 打 上 隊 」 が 編成 され る 。 


打ち 上 げ 成 功 と いう ゴー ル を 目指 し 、 隊 貞 た ち は チ ー ム ワー ク で 
準備 作業 を 進め て いく 。 各 班 の 打ち 上 げに 向け た 動き を 追っ た 。 


気象 係 


風 婁 か ら ロ ケッ ト と 人 を 守る 


ドド ェ 


射 点 に は ロケ ッ ト を 囲む よう に 2 基 の 避雷 鉄塔 が 設置 
され て いる 


打ち 上 げ の な い 時 期 は 1 名 の み の 気 象 予報 士 も 、 
打ち 上 げ が 近づく と 5 一 6 名 に 増員 され 、24 時 間 
体制 で 、 風 や 雨 や 雷 な ど を 監視 ・ 予 測 する 。 特 に 電 
子 機器 へ の 影響 が 大 きい 雷 に つい て は 、 付 近 に 設 
置 し た 雷 セ ン サ や 、 気 象 庁 、 気 象 サ ービス 会 社 か ら 
の 情報 提供 を も と に 、 数 時 間 以 内 に 雷雲 が 種子 島 
宇宙 セン ター 上 空 付 近 を 通過 する 確率 が 大 きい 場 
合 は 注意 喚起 情報 を 発令 。 射 点 か ら 20km 以 内 で 
発 雷 が 検知 され た 場合 は 警戒 報 を 発令 し 、 屋 外 や 
高 所 作業 な ど を 中 断 す る こと に な っ て いる 。 


第 1 自 、 第 2 段 機体 の 商議 識 gg 
結合 の 様子 還 半 語 線 司 


ロケ ッ ト 班 


皿 体 を 確実 に 
仕上 げ る 


輸送 

「 ロ ケッ ト 班 | の 仕事 は 、 機 体 の 種子 島 到 着 か ら 始 
まる 。 最 も 大 きい の は 、 専 用 コン テ ナ に 収め られ た 
第 1 段 機 体 。 種 子 島 西岸 の 島 間 港 に 到着 する と 、 作 
業 の 継続 可否 を 決め る た め に 天候 判断 が 行わ れ 
る 。 ク レー ン で 船 か ら コ ン テ ナ を 吊り 上 げ る | 水切 
り 作業 ] は 風雨 や 波浪 に 大 きく 左右 され る た め だ 。 
港 か ら 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー ま で は 約 20km。 ト レ 
ー ラ ー に 載せ 、 深 夜 に 約 4 時 間 か け て 運ば れる 。 道 
路 交通 法 が 定め る 高 さ 制 限 は 3.8m だ が 、H-IB 
ロケ ッ ト は 機体 の 直径 が 5.2m。 道 路 管理 者 に 毎回 
申請 し 、 通 行 許 可 を 求め る 。 経 路 に ある 交通 標識 や 
信号 機 に は 、 コ ン テ ナ と 干渉 し な いよ う 可 動 式 の 
も の も ある 。 ス タッ フ は 約 20km の 経路 の 大 半 を 
徒歩 で 同行 する 。 


種子 島 宇宙 セン ター へ 向かう 第 1 段 機 体 を 搭載 し た トレ ー ラ ー 


組み 立て と 点検 

種子 島 宇宙 セン ター の 大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 
(VAB/5 ペ ー ジ 地図 の ⑲) に 搬入 され た ロケ ッ ト 
は 、 結 合 ・ 組 み 立て 、 各 種 機能 点検 が 実施 され る 。 機 
体 と 地上 設備 を 一 体 の シス テム と し て 運用 する た 
め 、 ロ ケッ ト と 地上 設備 と の 間 の イン ター フェ ー 
ス の 確認 や 、 設 備 の 健全 性 確認 を 行う 。 


機体 の 試験 

機体 開発 時 に ペイ ロー ド (人 工 衛星 な ど 、 ロ ケッ ト 
に と っ て の 積荷 ) を 搭載 し な い 状 態 で 行う 燃焼 試 
験 を CFT (実機 型 タ ンク ステ ー ジ 燃焼 試験 ) 、 機 体 
を 完全 に 近い 状態 に 組み 上 げ 燃 料 充 填 ま で を 行う 
試験 が F-0 (エフ ゼロ ) と 呼ば れる 。 い ずれ も 重要 
な 試験 だ だ が 、F-0 で は 極 低温 の 液体 酸素 や 液体 水 
素 を 充填 し た 状態 で 機体 や 設備 の 機能 を 確認 する 
た め 、 極 低温 試験 と も 呼ば れ て いる 。H-I B ロ ケ 
ッ ト で は 1 号機 で CFT と F-0 を 、2 号 機 で は F-0 の 
み を 実施 し て きた が 、 そ の 経験 を 踏ま え 3 号機 か 
ら は どちら の 試験 も 省略 で きる レベ ル ま で 習熟 が 
進ん だ 。 品 質 の 安定 が 工期 短縮 と コス ト ダ ウン に 
直結 し て いる 。 


機体 の 完成 

作業 の ハイ ライ ト の 1 つ は 、 輸 送 時 は 横 に 寝 て い 
た 機体 を クレ ー ン で 吊り 上 げ て 起立 結合 させ る 、 
VOS (ヴィ ー ク ル ・ オ ン ・ ス タン ド ) と いう 作業 。 機 
体 到着 後 、 約 1 週間 か け て 実施 する 。 高 さ 57m の 
機体 を ミリ メー トル 単位 の 精度 で 据付 操作 する 。 
第 1 段 機 体 、 第 2 段 機体 、 固 体 補助 ブー スタ ー と 
VOS が 進み 、 各 種 点検 が 完了 する と 、 そ の 上 に フ 
ェアリング に 覆 わ れ た ペイ ロー ド が 結合 され 完成 


。 形態 と な る 。 打 ち 上 げ の 5ー6 日 前 に は [打上 げ 最 
細 認 鶴 査 | が 行わ れ 、 そ れ まで の 点検 結果 の レビ 


ュー を 受け 作業 継続 の 承認 を 得る こと で 、 ロ ケッ 
ト 班 は ひと つの ヤマ 場 を 越え る こと に な る 。 


」 


ロケ ッ ト 
打ち 上 げ を 支え る 
「 見 えな い 仕 事 」 


打上 実施 責任 者 


「 技 術 を 伝え 、 考え 抜く こと を 伝え 
ロケ ッ ト 野 郎 を る 育て た い 」 


私 た ちの 世代 は 何 も を な いと ころ か ら ロ ケ 
ッ ト を 作り 始め まし た 。 ア メリ カ に 教 
えて も らい な が ら ゼ ロ か ら 作 り 上 げ 、 和 失敗 を 経 
験 し 、 失 敗 か ら 立 ち 直 る と ころ まで 、 エ ンジ ニ 
ア と し て 非常 に ぜいたく な 経験 を させ て も らい 
まし た 。 す ぐ 下 の 世代 も 失敗 と リカ バリ ー は 経 
験 し て いま す 。 今 の H- I A、 昌 - I B の 打ち 上 
げ が これ だ け 順 調 な の は 、 そ の 鞭 積 が ある か ら 
こそ で す 。 和 失敗 を 通し て 根付 いた の は 、 不 具合 
に 直面 し て も 、 表 面 だ け に と ど ま る こと な く 、 
根本 的 な 原因 や メカ ニズム に 立ち 戻っ て 考え る 
習慣 で す 。 

ロケ ッ ト が 飛ぶ 時 に 起き て いる 現象 な り メ カ 
ニズム な り は 、 ま だ 全て が 分 か っ て いる わけ で 
は あり ませ ん 。 人 間 が 使っ て いる 輸送 シス テム 
の な か で は 、 ク ル マ や 鉄道 や 飛行 機 に 比べ る 
と 「 分 か っ て いる こと ] の レベ ル が だ いぶ 違い 
ます 。 空気 の 壁 を 破っ て 200km 以 上 の 上 空 に 
昇り 、 な お か つ 秒 速 7.7km 以 上 の 速度 を 出さ 
な いと 落っ こち て し まう 。 必要 と され る 速度 も 
桁 が 違い ます か ら 、 こ れ は 過酷 な 仕事 だ と 言わ 
ざる を 得 ま せん 。 人 が 普通 に 乗れ る よう な 信頼 
性 の ある 交通 シス テム に する た め に は 、 ま だ ま 
だ や る べき こと は た くさ ん ある 。 そ の た め に は 
“ロケ ッ ト 野 郎 を 育て る "こと も 大 事 で す 。 

次 世代 ロケ ッ ト を 作る 中 心 と な る の は 、 今 20 
代 一 30 代 の 世代 で す 。 彼ら は 、H- II A、 日 - I 
B が ちゃ ん と 上 が っ て いる 姿 し か 見 て いな い 。 
失敗 を 経て 学べ ば 成長 する の は 間違い な い の で 
す が 、 も は や 失敗 は する わけ に は いか な い 。 脳 
みそ か ら 血 が 出る くら い 、 考 えて 考え て 考え 抜 
く よ う な 経験 を 重ね 、 そ の 中 で だ ん だ ん 頭角 を 
現し て くる 人 を リー ダー に 据え て 、 さ ら に 経験 
を 重ね て いく し か な い の だ ろう と 思い ます 。 

ロケ ッ ト の 打ち 上 げ は 他 の どん な 仕事 に 似 て 
いま すか 、 と 聞か れ た こと が あり ます 。 私 は 思 
いつ か な か っ た が 、 あ る 人 が 「[ 式 年 遷宮 に 似 て 
いる 」 と 言っ て いま し た 。 伊勢 神宮 は 20 年 ご と 
に 本 殿 を リニュ ー ア ル す る こと で 、 ノ ウ ハ ウ が 
途切れ る こと な く 受 け 継が れ て いま す 。 ロ ケッ 
ト も 似 た と ころ は あり ます 。 毎回 同じ よう な 打 
ち 上 げ 作 業 を 、 少 し ずつ 人 が 入れ 替わり な が ら 
繰り 返し 、 技術 を 伝え て いく と いう 部 分 で す 。 
また 開発 や 熱 成 に 10 年 、20 年 スパ ン で の 計画 
が 必要 で ある 点 も そう か も し れ ま せん 。 

いずれ に せよ 失敗 する わけ に は いか な い 仕 事 
iCde 語 ロジ ジョ 2 に は 者 秋 ら ジ 居 2 時代 
の 経験 か らく る 「 こ うい う 場 合 は どう 対応 する 
ん だ | 「 ど こま で 影響 が 及ぶ か きち ん と 考え て 
る か 」 と いっ た 小言 や ら ア ラ 探 し や ら の プレ ッ 
シャ ー に 立ち 向かい 、 本 物 の “ロケ ッ ト 野 郎 " 
に 育っ て ほし いと 願っ て いま す 。 


* ゃ = ョ ーー ュ 

遠藤 守 

ENDO Mamoru 

理事 / 宇 宙 輸 送 ミッ ショ ン 本 部 長 


ノ 


飛行 安全 者 「 安 全 の 最後 の 砦 で す 」 


打 | ち 上 げ 前 の 訓練 で は 、 ロ ケ 
ッ ト と 地上 系 の 設備 に 同時 
に トラ ブル が 起き る 事態 も 想定 し て 
いま す 。 極 端 に 言え ば 「 全 電源 衣 失 | 
の よう な 事態 る シミ ュ レ ーション に 
含ま れ て いま す 。 ま た 、 打 ち 上 げ 直 前 
に 、 当 日 の 風 に 基づい て 最終 的 な 飛 
行 経路 が 定め られ ます が 、 飛 行 安全 


小松 満 仁 


飛行 安全 室 
人 開発 具 


KOMATSU Mitsuhito 


の 見 地 か ら も 問題 な いか どう か を 確 
認 す る 作業 が あり ます 。 今 後 こ の 仕 
事 に 関わ る 後輩 に は 、[ 安 全 に 関し て 
は 飛行 安全 班 が 最後 の 砦 だ か ら 、 妥 
協 し て は いけ な い 」 と いう こと を 、 業 
務 を 通し て 伝え て いき た いと 思っ て 
いま す 。 


「 緊 張 感 は 1 周回 後 まで 続き ます 」 


し で も 不具 合 が あっ た ら す 

ぐに ロケ ッ ト を 破壊 する 、 
と いう わけ で は あり ませ ん 。 で も 、 い 
つま で も リカ バリ ー さ せよ うと 頑 天 
る わけ に も いき ませ ん 。 どこ に 異常 
が 起こ っ た か を リア ル タ イ ム で 判断 


する 訓練 は 重ね て いま す が 、 ど の 線 
井上 高広 
INOUE Takahiro 
飛行 安全 室 

ー 人 急 開発 具 


まで が セー フ で どこ を 超え る と アウ 
ト な の か 、 と いう 基準 は きち ん と 明 
文化 され て いま す 。 また 、H- II B で 
は 第 2 段 機体 を 安全 な 場所 に 落下 さ 
せる “リエ ント リ (制御 落下 ) ミッ シ 
ョ ン ” も あり 、 緊 張 感 は 地球 1 周回 後 
まで 続き ます 。 


「 民 間 移管 後 も JAXA が 担い ます 」 


| 打線 命 や 財産 な 
ど に 危害 を 及ぼ す 可 能 性 


が ある 」 と 判断 され れ ば 、 飛 行 中 断 
を する こと に な り ま す 。 そう いっ た ロ 
ケッ ト 飛 行 中 の 判断 だ け で な く 、 そ 
の 前 段階 の 確認 準備 も 重要 で す 。 
「 ロ ケッ ト の 飛行 予定 ルー ト は 安全 
に 設計 され て いる か 」 「 機 体 が 自身 
の 状態 を 地上 に 伝え る た め の 十 分 
な 半 置 を 備え て いる か 」 「 機 体 の 情 
報 を 監視 する た め の 地 上 設備 の 準 


備 は 万 全 か 」 な ど を チェ ッ ク す る 作 
業 を 、 号 機 ご と に 相当 な 時 間 を か 
け て 行い ます 。 こう いっ た 飛行 安全 
の 業務 は 、 民 間 移 管 後 も JAXA が 
し っ か り と 責任 を 持っ て 担っ て いき 
Eco 


和田 伸一 
WADA Shinichi 
飛行 安全 室 
開発 貞 


射場 安全 班 「 全 て の 作業 に 安全 第 一 」 


な いも の 」 は 別々 に し て 離し 

て 置い て お く の が 当たり 前 
の 考え 方 で 、 日 本 の 法律 も その よう 
に で き て いま す 。 し か し ロケ ッ ト の 射 
場 で は 、 一 般 の 産業 で 取り 扱わ な い 
危険 物 や 爆発 物 が 、1 カ 所 に 大 量 
に 集め られ て いま す 。 で すか ら 、 安 全 
を 確保 する た め の ル ー ル る も 国内 法 
だ け に 頼る わけ に は いき ませ ん 。 例 
えば ロケ ッ ト が 射 点 で 爆発 し た と す 
る 。 被害 を も た ら す の は 爆風 、 熱 線 、 
飛散 物 で す 。 最 も 遠く まで 被害 が 
及ぶ の は 爆風 で す が 、 爆 風 が 1m メ 
0.9m で 厚 さ 3m m の 窓 ガ ラス の 1% 
を 割っ て し まう レベ ル 、 圧 力 に 直す と 
1.379 キ ロ パ スカ ル と な る 距離 を 、 保 
安 距 離 と し て 設定 し て いま す 。 こ の 
数 値 は 、 推 進 薬 量 な ど に よっ て 大 号 
機 変わ り 、H-IB で は 2,090m と な っ 


て いま す 。 さ ら に 空中 で 破壊 され 、 落 
下 飛 散 する 破片 の 被害 も 考え 、 地 上 
の 立入 禁止 区 域 を 3km と し て いま す 。 
こう し た 基準 を 海外 の デー タ や 過去 の 
経験 を 踏ま えて 独自 に 定め 、 使 っ て き 
まし た 。 海外 の ロケ ッ ト 打 ち 上 げ と 比 
べ て も 、 日 本 で は か な り 安 全 を 重視 し 
て 警戒 区 域 が 設定 され て いま す 。 安 心 
し て 見 に 来 て 下さ い ( 笑 ) 。 ヒ ドラ ジン 
充填 や 火 工 品 結線 な ど 危 険 度 の 高い 
業務 は も ちろ ん で す が 、 機 体 や 人 工 
衛星 輸送 に 伴う 安全 管理 、 打 ち 上 げ 
の た め に 行わ れる 全て の 作業 に 安全 
第 一 で 臨ん で いま す 。 


成 尾 俊 久 
NARIO Toshihisa 
輸送 安全 課 

ー、! * =、 主任 開発 貞 
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気象 係 「 お 天気 に は 悩ま され ます 」 


上 付近 (高度 10km 程 度 まで ) で 


は 、 基 本 的 に 気温 は 上 空 に 行く 
ほど 低く な り ま す が 、0C て て マイ ナス 
20C の 間 を 氷結 層 と いい ます 。 氷 晶 や 
アラ レ が 存在 する で あろ う 雲 の 中 を 品 
ケッ ト が 突っ 切っ て いく と 、 雷 を 誘発 
する 可能 性 が ある 。 そ の た め 、 氷 結 層 を 
含む 雲 の 厚 さ が 1.8km 以 上 ある と き は 
打ち 上 げ を 行わ な いと いう ルー ル が あ 
り 、 下 か ら 見 て いる だ け で は 分 か ら な い 
部 分 も ある の で 、 実 際 に 打ち 上 げ の 約 2 
時 間 前 か ら 飛 行 機 を 飛ば し て 雲 の 中 の 
様子 を 見 に 行っ て いま す 。 私 が 最初 に 担 
当 し た の が H- IL A17 号 機 で し た が 、 氷 
結 層 を 含む 雲 が 原因 で 打ち 上 げ は 3 日 
延び まし た 。 観 測 機 と 地上 と の 非常 に 
緊 迫 し た や り と り が 記憶 に 残っ て いま 
す 。 近 年 安定 し た 打ち 上 げ を 見 せる 日 
本 の ロケ ッ ト で す が 、 お 天気 に は 悩ま さ 
れる こと が 多い で す 。 現 在 、 雷 制約 の 適 
正 化 を 目的 と し た 研究 を 雷 専 門 家 に ご 


協力 いた だ いて 実施 し て お り 、 そ の 一 環 
で 、 電 界 セ ン サ ー を 搭載 し た 航空 機 で 寺 
の 中 に 入り 、 氷 結 層 を 含む 雲 の 内 部 デ 
ー タ を 取得 する な どの 実地 観測 も 行っ 
て いま す 。 ま た 、 ロ ケッ ト の 最終 的 な 飛 
行 経路 設定 や 、 飛 行 安 全 解 析 の た め に 必 
要 な 高度 20km 程 度 ま で の 風 を 観測 す 
る の も 私 た ちの 仕事 で す 。1 回 の 打ち 
上 ば げ で 約 15 個 の GPS ゾン デ を 上 げ て 
いま す が 、2011 年 度 か ら は 夏期 ・ 冬 期 
だ け で な く 通 年 の 打ち 上 げ が 可能 に な 
っ た た め 、 季 節 ご と の 高層 風 デ ー タ を よ 
り 多 く 集 め て お く こ と が 重要 に な っ て 
いま す 。 打 ち 上 げ 期 間 以 外 も ゾン デ を 上 
げ て 集中 観測 を 行い 、 デ ー タ 蓄積 を 行っ 
て いま す 。 


長 福 紳 太 郎 
CHOFUKU Shintaro 
開発 具 


ロケ ッ ト 発 射 指揮 者 「 一 体感 が た まり ませ ん 」 


-4 (打ち 上 げ 4 日 前 ) か ら 始 まる 
| 発射 整備 作業 を 指揮 し て いま 


す 。「 ド ライ ラン 」 と 呼ば れる 、 打 ち 上 げ 
当日 と 同じ オペ レー ショ ン を 行う リハ 
ー サ ル で は 、 これ で も か と いう くら い 
次 々 と トラ ブル が 振り か か っ て きま す 。 
機体 だ っ た り 設 備 だ っ た り 通 信 回 線 だ 
っ た り 、 時 間 が 迫る な か で その トラ ブ 
ル の 性 質 を 把握 、 打 ち 上 げに 影響 が あ 
る か な いか 、 有 瞬時 の 判断 が 求め られ 、 ト 
ラブ ル 対 処 が 決め られ た 時 間 内 で 終え 
られ る か どう か も 判断 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 通 し の ドラ イラ ン を 2 回 、1 回 
は 間違い な く 対 処す れ ば 打ち 上 げ ら れ 
る シナ リオ 、 も う 1 回 は 打ち 上 げ ら れ な 
い シ ナリ オ で 実施 し ます が 、 や っ て み 
た ら 打 ち 上 げ を 中 止 する 必要 は な く て 、 
打ち 上 げ ら れ ち ゃ っ た こと も あり ます 。 
シナ リオ の 出題 者 の 裏 を か いた よう で 
ちょ っ と 気持 ちよ か っ た で す ( 医 )。 ア 


ア $ 


シス タン ト 3 名 と シフ ト を 組ん で 作業 
に 当たり ます が 、 打 ち 上 げ 9 時 間 前 の タ 
ー ミ ナル カウ ント ダウ ン か ら は 私 が メ 
イン で 指揮 を 執り ます 。 一 番 気 合い が 
入る と ころ で す 。 最 後 の 270 秒 を 過ぎ る 
と 、 自 動 カ ウン ト ダ ウン シー クエ ンス 
に 入り ます が 、 こ こ か ら は 何 か あ っ た 場 
合 [止め る ] の が 私 の 仕事 で す 。 打 ち 上 げ 
まで 、100 人 近く が 作業 を 続け る 発射 
管制 室 の "空気 を 読ん で "いま す 。 イ ンカ 
ム で 連絡 が 来る より 先 に 、 何 か 異常 が 
あれ ば ざわ つき ます か ら 。 緊 急 停止 ボタ 
ン の フタ を 開け 、 ボ タン に 手 を か けた 
状態 で 過ごす その 時 間 は 、 み ん な で 打 
ち 上 げに 向け て 進ん を で いる ん だ と いう 
ー 体 感 を すご く 感じ ます ね 。 


白石 紀子 
SHIRAISHI Noriko 
H-TB プ ロジ ェクト チー ム 
開発 員 


の 一 


射場 下 「 落 ち 着い て 急ぐ の が 大 事 」 


ち 上 げに か か わる 通信 各局 の 


コン トロ ー ル を する 射場 管制 官 
=RCO (レン ジ ・ コ ント ロー ル ・ オ フィ サ 
ー) を 担当 し て きま し た 。 仕事 と し て は 大 
きく 3 つ に 分 けら れ ま す 。 地 上 か ら 飛 行 
中 の ロケ ッ ト の 位置 と 速度 を 知る 「 レ ー 
ダー] 、 動 作 デ ー タ を 地上 に 伝え る 「 テ 
レ メ ー タ 」 、 そ し て 万 一 の 場合 に 命令 
送る 「 コ マン ド 」 で す 。 こ れ ら シス テム の 
指揮 を 執り 、 ロ ケッ ト の 追尾 を 行い ま 
す 。 高 い 信頼 性 が 求め られ る の は 当然 
で す が 、 例 えば テレ メー タ で SRB-A や 
人 工 衛星 の 分 離 時 の 映像 も ダウ ン リ ン 
ク す る な ど 、 期 待 さ れる 内 容 が 少し ずつ 
変わ っ て いる 部 分 も あり ます 。 前 任 者 か 
ら の 引き 継ぎ 時 に 言わ れ た の は 「 落 ち 


着い て 急ぐ で ] と いう こと 。 自分 た ちの 仕 
事 が 遅れ た り ミ ス を する と 、 そ れ ら が 全 
体 に 波及 し て し まい ます 。 追尾 用 の ア 
ン テ ナ を 動か す 各 局 の オペ レー タ は 、 メ 
ー カ ー の 大 ベテラン の 方 が 配置 され ま 
す の で 、 そ うし た 皆さん と 協力 し な が ら 、 
トラ ブル を 乗り 切っ て きま し た 。 現在 は 
RCO を 離れ まし た が 、 後 任 も 女性 エン 
ジニ ア で す 。1 機 で も 2 機 で も 多く 打ち 
上 ば げ て 、「 急 で べ け れ ど 落ち 着い て 」 を 実 
感じ つつ 、 ス テッ プア ッ プ し て くれ れ ば と 


GOO まま 9 記 
嶋 根 愛理 
SHIMANE Eri 
、 宇宙 輸送 系 要素 技術 
研究 開発 セン ター 開発 員 


に 直 


ロケ ッ ト 
撃 / 


j」 上 


最も 気 を 抜け な い 瞬 間 、 
喜び を 感じ る 場面 な ど な ど 、 
現場 で 働く 打上 隊 の 

生 の 声 を レポ ー ト し ます 。 


ロケ ッ ト 下 「 生 デー タ に 触れ られ る 貴重 な 経験 」 


HH 関 陸 線 雪 Il 謗 
エン ジン を 2 基 束 ね て 使う 
[クラ スタ 推進 系 」 の 開発 を 担当 し 
た こと も あり 、H-IB プ ロジ ェクト チ 
ー ム 発足 当初 か の ら チ ー ム に 配属 さ 
れ ま し た 。 打 上 隊 で は ロケ ッ ト 班 の 
一 員 と し て 組立 点検 や 発射 作業 な 
どの 全般 を 見 て いま す 。 打 ち 上 げ 


ノー、 の 時 、 ロ ケッ ト と 地上 設備 が 一 体 の 
。 シス テム と な っ て 動作 し ます 。 ロ ケッ 


ト は 毎号 機 新品 で す が 、 地 上 設 

は 20 一 25 年 ぐら い 前 に H-I ロ ケッ 
ト 用 に 整備 され た も の も あり 、 こ れ ら 
を 使い 続け 連続 し て 打ち 上 げ を 成 
功 さ せる 難し さ が あ り ま す 。 打 ち 上 げ 
に 向け た 最終 審査 会 を 終え る と 、 約 
3 日 間 の 最終 の 発射 整備 作業 を 進 
め 、 ロ ケッ ト を 発射 し ます 。 打 ち 上 げ 


後に 行う [打ち 上 げ 成 功 の 打ち 上 げ 
(お 祝い 会 ) ] も 、 私 の 仕事 の 1 つ 
で す ( 笑 ) 。 立 場 に 違い は あっ て る も 同 
じ 志 を 持つ 仲間 と 成功 の 喜び を 分 
か ち 合 える の は 、 素 晴らし いと 感じ ま 
す 。H-IB ロ ケッ ト は 次 号機 か ら 民 間 
に よる 打ち 上 げ 輸 送 サ ービス 化 さ れ 
る 計画 で 、 現 場 で 生き た ロケ ッ ト に 
触れ 、 生 デー タ を 見 る と いう 、 エ ンジ 
ニア と し て の 基礎 を 身 に つけ る 機会 
が JAXA か ら ま た 1 つ 減 っ て し まい ま 
す 。 何 か 手 は な いか 、 や れる こと は な 
い だ ろ うか と 考え て いる と ころ で す 。 


5 
ょ 圭 
小林 清 
KOBAYASHI Kiyoshi 
TB プロ ジェ クト チー ム 
主任 開発 具 


こま 、 


設備 下 「 不 具合 で の 遅れ は ゼロ で す 」 


ち 、1 つ で も 健全 に 動か な い 
も の が ある と 、 基 本 的 に 打ち 上 げ は 
で きま せん 。 た と えば VAB (大 型 ロ 
ケッ ト 組 立 棟 ) の 建屋 。 内 部 の クレ ー 
ン 、 ハ ネ 上 げ 式 の 床 。 ギ ネス ブッ ク で 


多く ある 打ち 上 げ 設 備 の う 


 。 も 認定 され た 世界 最大 の 大 扉 。 ロ ケ 


ッ ト を 運ぶ 移動 発射 台 。 人 工 衛星 の 
た め の 空 調 設備 。 打 ち 上 げ 時 に 必要 
な 冷却 水 や 散水 設備 、 推 進 薬 の 充 
填 設 備 や 配管 。 発 射 管 制 ン シス テム や 
電源 供給 ・ 制 御 ラ イン な どの イン フラ 
設備 ……。 ロ ケッ ト は 毎回 新品 で す 
が 、 種 子 島 宇宙 セ ンタ ー の 設備 に は 
25 年 選手 も 多く いま す 。 単 に 点検 や 


補修 だ け で な く 、 今後 の メン テ ナ ン ス 
や 改修 を どう いう 方 針 で や っ て いく か 
を 日 頃 か ら 考え て 保全 を し て いか な い 
と いけ ませ ん 。 や る べき こと を や っ て 、 
打ち 上 げ 日 に は 何 も 特 別 な が こと を する 
必要 が な いよ うに する 、 と いう の が 理 
想 で す 。 そ し て 、 過 去 5 年 間 で 設備 系 
の 不具 合 で 打ち 上 げ が 遅れ た こと は 
ゼロ な ん で す 。 こ の 辺 の 日 本 の 優秀 
さ は アピ ー ル し た いと ころ で すね 。 


小谷 勲 


7 や て 


ッッ KOTANI Isao 


還 和 を さめ 区 部 牌 了 め 皿 洋 
羽 臨 緒 只 ハ ベ 中 さく 


地 舞 貴幸 下 ら で お で じい 選 各 練 
拒 和 9 刀 入 で づ 由 606506 
日 来 公 汰 工 3 で お ? 

「 地 舞 り 共和 愛 心 元 映っ 
5 葵 症 り 記 で さり っ が "5 つつ 
HH 票 称 嘱 杏 康 居 穫 や * 環 ※ 因 
能 地 地 K ト ーA mA や so つの 多 ち 
め ら 7 想 光 性 地 寺 つ が つの 7 
Im で 区 選民 べべ 地 人 極 時 舞 4 ん AT へ 
藤 湖 ・ 地 地主 半 定 甘 や へ ネー・ 過 下 
定時 Am へ ミーNG 軸 三 円 
県 局 起 暑 管 ヘー 気 朋 vo 

[ 共 全 上 で っ くつ 愉 ロ 租 考 つ " 
や へ まま ー ゆ 共 踊 突入 り 忘 但 つ り 
凡 地 内 選 填 @ 下 束 
人 SN や ン ャ So るり S 感 る 台 富 
づつ へ へ 中 へ KK 史 肝 で 昌 球 の 
つい Se 生 ” 民 @ 因 りき 叶 っ 准 
症 り 和 ロリー へ 人 螺 机 介 計 骨 二 公 で 
の 明 っ が 

そ で ご 中 連 の の の 言 太史 
Sm に の の ら 言 " 立 

3 所 4 ロ 短編 めで 信 守 串 きび 
凍 和 回 疹 り 刀 で で yo ズ ロ 門 や 

っ 宏昌 % 昌 押 つ し 公 時 了 rvo 
出 思 さ りさ ひっ xs 王 公 補記 セ 
oeGu 汰 庫 織 骨 せ ズ 引 名 で 
めで " 書 め ヨ つつ お 1 ] 宗 所 表 藤 や 
りり や 錯 措 的 式 乱 代 く て 
N で SN っ 世 38 で we 栓 由 団 の 写 正 
つ N で SN を 欄 G べ で 光 人 0 
SH 必 hGN で さり で て 吉 到 多 


っ が 6 の 


St 

マ ヴ ロ ら だ へ 気 G 元 鍛 @ 注 
迫 ロ で っ ぴ 思 財 に 演 光 で 半音 間 
引 評 庶 代 計 N 9 ロー と 簿 罰 型 昌 
針 度 訳 や へ ペーG 客 環 編 や へ ネー 
嘩 67 

「x な 紙 送 昼 玩 や や ご 揚 
尽 呈 8 記 べく 衣 つの や ゃ " 
世 垢 暑 畠 ら ズ べ 証 G 療 倒 向 yo っ 民 
っ で 守 暗 生 ロ い ろり" 末 則 宮 門 品 
dh ウン Ko の 釣 ひ つっ が 本] 
つ 組 yo" 選 / へ 気 SG の 所 密 り 
で お 大 衛 O い こし 

[へ 入 尿 倒 地 電 P 購 守 つ お りつ 
SS で 8@G や ゃ 倒 NG へ 気 玉 余 
械 いい P 0 で DSG 志 め 寺 6 つの 
っ 心 押 欠 人 3 で が りら 地 坦 ら 3 に 
で で が や で ちら つ 罰 りや ゃ 会 で 着 
出入 気 G 元 導電 や 
宗二 の っ moG2" 常 龍 り K 志 っ 
つ 昭 びっ が や 

回 @ 押 敵 8" 怪 展 日 装 聞 半 
鑑 起 ・ 直 坦 膨 口外 諸 黙 証 ぐ 曲 織 下 


) 


水 


で 
^ 


過ごせ る 


< 
宇宙 で メダ カ を 飼う 方 
完全 開 鎖 系 シス テム 


長期 間 、 健 康 ( 


AQH は 、 最 大 90 日 間 の メダ カ の 3 世代 継 代 飼育 
が 可能 で す 。 そ の 間 、 水 槽 の 水 が 浮い て 外 に 飛び 


出し 、 周 り の 設備 に 影響 を 与え な いよ う 、 完 全 ( 
する フィ ル タ や 、 バ イオ フィ ル タ を 使っ て 水 を きれ い 


を 閉じ 込め る 仕様 に な っ て いま す 。 フ ン な ど を 除去 


する の で 、 限 られ た 水量 で 健康 に 過ごす こと が で 


きま す 。 


( 


紀 ぐ 抱 札 を 定 表 愛さ で 人 へ 


代 


で kN さく ) 


で 富江 式 
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で いり 8 で 革 8 和 か っ り 咲 めで 9 
めで りり 肖 を 革 短 G 守 宏 8” 翌 十 
全 〇 yp 赴 り DP リー つの ロス っ sG 

364 評 そ 個 選 に と 療 抽 ぐ < 
たい 息 下 eo で ちり 8 っ 
っ 6S の | 生 $ ホー 人 トロ 誠 定 
や 素 信 で で 妨 普 配り 人 で 胞 丸 
咽 宙 ち 和合 see0 りつ Pace 捉 福 組 
馬 環 胴 令 臣 剖 所 丸 ” 表 証 全て vo 
つり ぐ ホ ー 叙 沖 居 約 叫 ビ "所 
3 王 め 四 て @ り つ 全 ら yono" 簿 G 
咽 8 札 G 宿 現 語 本 り 担 つじ 手 te 
^ で いひ DS で 会わ る 調 治 で さり っ xs 
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心 SS で っ se” 個 選 ペ 計 8 避 
86 選者 の 抽 で ささっ 馬 無 人 ? 

り ぐ つい ロマ ヴ マ 品 8 区 門 祥 天 で 


癌 宜 全 noG や" 福地 りら 加 全 窟 
*Q へ 選 り 作 さ 史 朋 で KO りつ 四宮 
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_6seHTG 答 鶴 G く NAK 全 つ の つ 愛 り 
で” 還 租 角 | 舞 忠 お で っ 
NO つ 償 つ | 地 地 ビン av く NN 
へ K 全 己 思 全 鶴 い いっ て 窟 尿 
公 下 で KG DG 政 豆 班 仁 堂 還 罰 
思 G 曲 組 記 公認 作 つ いり <yo 直 線 穫 
公 MStQ 日 糸 絞 @ 元 敵 8 の 
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骨 芽 細胞 と 破 骨 細胞 の 様子 を 観察 する た め ( 
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黒点 群 の 誕生 

太陽 内 部 か ら 磁 場 の 浮上 が 大 き な 規 模 で 
発生 し た と き 、 大 陽 表面 に 黒点 が 形成 され 
る 。 微小 な フレ ア が 頻繁 に 発生 し 、 白く 輝い 
て 見 える 


画像 :JAXA/ 国立 天文 台 


に き ぎ や か さ を 増 し た 太陽 コロ ナ 
太陽 フレ ア な ど 激 し い 活 動 が 起こ る "活動 
領域 "が 幾つ も 太陽 面 上 に 現れ 、 活動 が 上 
昇 中 で ある こと が 分 か る 。 日 本 で 金 環 日 食 が 
見 えた 時 間 の 直前 に 撮影 (2012.5.21 ) 
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太陽 縁 の すぐ 裏側 で 発生 し た フレ ア に よっ 
て 、 ねじれ た コロ ナ 磁 場 が 大 量 の コロ ナ 物 
質 を 伴い 上 空 に 飛び 出し た 現場 。 地球 に 到 
達し た 場合 、 磁 場 が 乱れ 、 通 信 障 害 な ど を 引 
き 起 こす 


大 規模 フレ ア の 前 触れ 
東側 の 夫 陽 緑 か ら 見 えて きた 活動 領域 。 い 
< つも の 黒点 か ら 5 な る 複雑 な 磁場 配置 を し 
る 。 こ の 画像 を 撮影 し た 10 時 間 後に 大 
) フ レア が 発生 し た 


居 大 期 の 幕 明 け 。 


太陽 活動 は 、 黒 点 が 少な い 極小 期 と 、 黒 点 が 多数 出現 する 極大 期 を 周期 的 に 繰り 返し て いる 。 
2006 年 の 打ち 上 げ 後 、 非 常に 長い 極小 期 の “静か な 太陽 ” を 観測 し て きた 「 ひ の で 」 だ が 、 
2011 年 ご ろか ら 、 巨 大 フレ ア や 浮上 磁場 活動 を 捉え る こと が 多く な っ た 。 

"ダイ ナミ ッ ク な 太陽 "の 到来 が 間近 に 人 迫っ て いる 。 

新た な サイ クル の 幕 明 け を 告げ る 現象 の 数 々 を ご 紹介 し よう 。 


彩 層 ガス の 噴出 
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(GCOM-W1 )、 韓 国 の 観測 衛星 
「 ア リラ ン 3 号 ] お よび 相乗 り 衛星 
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さん の フォ ロー を よろ し く お 願 い 
いた し ます 。 

ーhttp://twitter.com/Aki_Hoshide 
また 、7 月 21 日 に 打ち 上 げ 予 定 の 
[こう の と り 」 3 号機 は 、 現 在 種子 
島 字 宙 セ ンタ ー で 打ち 上 げに 向け 
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ミ る と 現し い の は ば り の 関し で A = 馬 ま こと で す 。 国 二 動 に 対す る 日 本 ラミ 張 (本間 21 上 
> ょ 、。 ング () 午前 6 時 41 分 ) 
JAXA 寄 附 金 サイ ト は こち ら カ の 人 的 貢献 の 一 部 と 提 え られ て ぉ グ P 
http://www.jaxa.jp/about/donations/ り 、TAXA も COPUOS の 宇宙 空 ま 影 び た て け 海 34 分 を で 提 人 XX > | ント Il ラ 
及び た で 拉 ッ 
の 間 の 平和 利和 に 和 李 に 楓 か 3 1 し る さ ょ り て 分 本 定 ぇ え A 4 金 字 み ひ ぷ 
1 ド ミ 行 か ぅ 紀 
し て いき ます 。 任期 は 2012 年 6 月 よ 机 () く は た 行か ろ の = し 2 人 日 環 再 ち の 
り 2 年 間 で す 。 中 ル で う 本 天 峰 て イ ら キナ ト し た の 日 か び で き 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.)45 侍 林 還 下 頂 速 い 夫 つ で を 人 人 食 日 き L = 9 
る の 男 鏡 る ひび え 量 は 涯 鶴 そ 日 食 ら と 5 
発行 企画 全 JAXA (宇宙 航空 研究 開 人 機構 た 星 で 際 ネ の 記 革 必 観 千 る 木 剛 
編集 制作 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 安 様 エ に ジ シ で に 月 測 星 N 
デザ イン 欠 Better Days ! 子 リ 初 撮 人 日 通 が 衛 が 様 各 
印刷 製本 介 株 式 会 社 ビー シー シー 具 を ア 品 影 掛 上 が 午 過 大 特 宇 子 地 項 
2012 年 7 月 1 日 発生 と っ 観 が 機 し 載 空 東 前 す 陽 潮 笛 を で ー 
JAXA 訂 且 ES 測 月 み ま る に シ 6 る の ひか J 観 測 
li 議 し の ち し れ か ナ 時 部 前 の ら 6A 測 洞 
副 委員 長 寺田 弘 慈 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 長 「 みち びき 」 が 観測 し た 日 食 に よる 月 の 影 。 写真 中 央 より 少し 右上 の 黒く な っ て いる 
0 科 、a に 箇所 が 日 本 付近 (月 の 影 が 落ち て いる 。 日 本 時 間 21 日 午前 7 時 34 分 ) 1 中 


JAXA タ ウン ミー ティ ング は 、 従 来 か ら 行 われ て いる 
講演 会 シン ポジ ウム と は 異な り 、JAXA の 経営 者 や 研 
究 者 、 技 術 者 と 参加 者 の 皆さん が 気軽 に 自由 に 宇宙 航空 
の 話題 に つい て 意見 交換 する "コミュ ニケ ーション の 
場 ' で す 。 宇宙 航空 分 野 を テー マ に 、 全 国 各地 で 開催 を 
予定 し て お り 、2004 年 に スタ ー ト し て か ら 参 加 者 は 
1 万 人 を 超え て いま す 。「 前 か ら 興 味 が あっ て 聞き た か 
っ た ! ]、「 難 し そう だ けど 知り た い ! ] な ど な ど 、 何 で 
も 語り 合い まし ょ う 。 

タウ ン ミ ー テ ィング 参加 費 は 無料 。 普 段 報道 で は な か 
な か お 伝え し きれ な い JAXA の ビジ ョ ン を お 話し し た 
り 、 今 後 あ る べき 姿 に つい て 皆さん か ら こ ご 提案 いた だ く 
こと な ど に 重点 を お いて いま す 。 登壇 者 か ら の 話題 提供 
の 後 で 、 皆 さん と 意見 交換 を 行い ます 。 い た だ いた こ 意 
見 は 、JAXA の 活動 に 役立て られ て いま す 。 

開催 当日 の 様子 は 、 後 日 JAXA WEB サ イト で 公開 され 
ます 。 今後 の 開催 スケ ジュ ー ル も 合わ せ て ご 覧 くだ さい 。 
http://www.jaxa.jD/townmeeting/ 


JAXA タ ウン ミー ティ ング に 参加 し よう ! 


た だ いま 
共催 団体 募集 中 ! 


あな た の 街 で も タウ ン ミ ー テ ィング を 開催 し 
ませ ん か ? JAXA タ ウン ミー ティ ング は 、 
私 た ち JAXA か ら 積 極 的 に 皆さん の 街 を 
訪ね る こと で 、 宇 宙 が 大 好き な 方 と も 、 日 


頃 あ まり 宇宙 に 関す る 話題 と 接点 の な い 
方 と も 触れ 合っ て 、 楽 し く 意見 交換 する イ 
ベン ト で す 。 興味 を お 持ち の 方 は お 気軽 
に お 問い 合わ せく だ さい 。 
お 問合せ JAXA 広 報 部 
タウ ン ミ ー テ ィング 担当 
TEL : 03-6266-6400 (代表 ) 


「JAXA's」 配送 サー ビス を 開始 し まし た 。 ご 自宅 
や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA'S を 配送 し ま 


す 。 本 サー ビス ご 利 
ご 負担 いた だ 〈 こ と に 
サイ 介 を ご 覧 くだ さい 。 


介 お 問い 合わ せ 先 


http://www.jaxasj 


に は 、 配 送 に 要する 実費 を 
な り ま す 。 詳 し く は 下記 ウェ ブ 


p/ 


財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 
「JAXA's」 配送 サー ビス 窓口 
TEL:03-6206-4902 


や ニーーーーーーーーーーーー ニ ーーーー ニ ーーー ブ ご 


リサ イク ル 適 性 (⑯) | ! 


光 へ 大 み 、 字 二 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 93 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-691 0 


JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 


